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シビックマット10

特　　長

用 途 例

１．スピーディな施工
シビックマットは、吸出し防止材の敷設とブロックの設置を同時に行えるため、迅速な施工が
可能です。

２．侵食防止工
シビックマットは、コンクリートブロックの形状により流速が低減され、
また、吸出し防止機能を有するシートをコンクリートブロックで抑えて
いるため侵食防止工に最適です。

３．緑化可能
ブロック間や開口部に覆土、または客土を行うことによって、
植生が可能です。

４．シートとブロックの固定機構
シビックマットのシートは、特殊な構造をしており、コンクリートの
硬化によって、シートとブロックが強固に固定されています。

５．シビックマット特有の幾何学模様が足掛けとなり、階段の機能を有します。
＊混和材としてフライアッシュ、カーボン、高炉スラグを使用している地域があります。

「美しい山河を守る災害復旧基本方針」に記載された留意事項

・適用できる設計流速は4m/sである。

・のり勾配が1：1.5より緩い場所に適用する。

・めくれ対策を確実に行い、特に上下流端部のすりつけ部の処理を確実に行う。

・寄せ石や覆土を確実に行い、植生の復元をはかる。

・転石が少ない河川や水衝部以外の場所に適用。

■桜堤（堤防強化）根切り用 ■調整ため池（遮水シート＋ブロックマット）

■農業用水路のり面保護（ブロックマット＋階段）

※階段ブロックについては別途ご相談ください。

法面・河川・海岸	＞	10	シビックマット
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■ブロック寸法

■規格表

のり勾配 必要アンカーピン本数
（本／㎡）

1：1.5

1：1.8

1：2.0

1：3.0

0.7

0.6

0.5

0.3

■アンカーピン

D16

400

6
0
0

法面・河川・海岸	＞	10	シビックマット
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施工面は平滑に整形します。

製品荷降ろしは施工用吊り具を用い平坦な

場所に仮置きします。

仮置きは敷設計画に従って、敷設箇所付

近に計画的に配置します。

施工用吊り具、施工重機の選定を行い、

施工用吊り具を用いて製品を把持し、所定

位置に敷設します。必要に応じてアンカー

ピンを打設します。

シビックマット敷設後、その上から

10〜30cm程度の厚さで覆土します。

覆土後自然植生を図りますが、積極的に

緑化する場合は植生工を実施します。

法面・河川・海岸	＞	10	シビックマット
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景観、施工性を考慮して、以下の２通りの方法をご検討下さい。

現場状況に合わせて、寄せ石、突込式、端部処理、天端工を施してください。

法面・河川・海岸	＞	10	シビックマット


